
12mmの熱強化ガラス、12mmの透明な半強化ガラス、12mmの半強化ガラス

12ミリメートルクリア12ミリメートルの無色の熱強化ガラスとしても知られている半強化ガラスは、それは熱処理されたガラスの一種であり、 12mmクリアフロートアニールledガラス、
自己爆発現象を避けながら、強度がledガラスを焼くよりも優れた半強化ガラスを得る。

12ミリメートルクリア半透明ガラス仕様：
利用可能なサイズ：最大3000 * 8000ミリメートル、最小150 * 300ミリメートル、任意のカスタマイズされたサイズ。
エッジワーク：
平坦な研磨されたエッジ（Tエッジ）、鉛筆のエッジ（Cエッジ）、ledエッジのエッジ、OGEEエッジ、マットエッジ、コーナーラウンドエッジなど、どのエッジも完全に行うことができます。
穴とノッチ：
強化ガラスにはドリルledの穴（まっすぐまたは円錐形であるかどうかにかかわらず）と切り欠きが付いています。私たちはあなたの図面に応じて穴とノッチの位置とサイズを作成します。
図形：
四角形を除いて、円形のように、台形、並行して、etc.areあなたの設計で大丈夫です。
面取り、切削ノッチ、穴あけ、研削コーナーなどはすべて行うことができますが、テンパリングを行う前に行う必要があります。
その他のオプション：
あなたが12mmを必要としない場合、我々はまた、あなたのために5mm 6mm 8mm 10mm 15mm 19mmの熱強化ガラスを持っています、緑とグレー、青と青銅、

12mmの透明な強化ガラスと12mmの透明な半強化ガラスを比較してみましょう。
1.プロセス：
半強化ガラスの表面圧縮応力は24MPa〜52MPaになり、強化ガラスは69Mpa以上になります。低応力では、半透明ガラスは自己爆発現象を起こさないでしょう。
2.セキュリティ：
完全強化ガラスは安全ガラスです。壊れた後、ガラスは粒状になり、人体への害を減らすことができます。
半強化ガラスの破片は、破片は大きく、放射状の状態であり、各部分は端まで伸びていますが、落下しにくく、比較的安全ですが、まだ安全ガラスではありません。
3.耐性
完全強化ガラス強度は3〜5倍増加し、250〜320℃の温度変化に耐えることができます。
半焼入れ強度と耐熱衝撃性は、 強化ガラス。通常のフロートガラスに比べて、通常のガラスに比べて1〜2倍の強度が向上しましたが、強化ガラスの平坦性は悪くなりません。

あなたは熱強化ガラスをいつ選択するか知っていますか？
モノリシックな半硬化ガラス（熱強化ガラス）は安全ガラスに属さないので、合わせガラスや断熱ガラスにすることができます。 ガラスカーテンウォール 高層ビルの外窓ガラス。

一度壊れたので、半強化ガラスは大きな破片や放射状の亀裂を形成します。ほとんどの断片は鋭い角であり、人間に危害を与える。半硬化ガラスは、天窓や人が直接触れる可能性のある機会には使用
できません。

12mmの熱強化ガラス：

https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/China-good-quality-12mm-clear-float-glass-wholesale-price.html
https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/CE-Certificate-12mm-Clear-Toughened-Glass-Factory.html#.Wz8311MnYZQ
https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/8-12A-9.14mm-tempered-laminated-insulated-glass-curtain-wall.html#.Wz84UVMnYZQ


12mm半強化ガラス製造プロセス：



合わせガラスや断熱ガラスに作られた12mmの熱強化ガラスは、高層ビルのガラスカーテンウォールや外窓ガラスに使用します。


